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行
政
区
長
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
方
を
、
町
長
が
委

嘱
す
る
も
の
で
す
。
行
政
区
内
の
お

世
話
役
、
町
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
１
年
間
お
骨
折

り
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
4
月
13
日
に
行
わ
れ
た
区

長
会
の
席
上
で
、
区
長
会
役
員
が
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
長
久
保
喜
伸（
湯
　
　
沢
）

副
会
長
　
森
田
　
高
夫（
平
　
　
舘
）

〃
　
　
会
田
　
和
郎（
吉
野
辺
）

〃
　
　
常
恒
　
　
武（
塩
庭
二
区
）

幹
　
事
　
野
崎
　
喜
則（
反
　
　
町
）

町
で
は
行
政
区
長
会
の
席
上
で
、

今
回
退
任
さ
れ
た
上
遠
野
洸
さ
ん
、

西
牧
宏
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。上

遠
野
洸
さ
ん
は
8
年
間
、
西
牧

宏
さ
ん
は
6
年
間
の
永
き
に
わ
た
り

行
政
区
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
ご
尽
力
に
深
謝
い
た
し

ま
す
。

上
遠
野
　
洸
さ
ん
（
本
町
）

西
牧
　
宏
さ
ん
（
上
羽
出
庭
）

委嘱状を交付（本町区長）
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二瓶洋補委員

総
務
省
で
は
、
小
野
町
を
担
当
す

る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
二
瓶
洋

補
氏
（
谷
津
作
字
松
葉
１
番
地
の
2

7
2
―
3
2
9
7
）
を
新
た
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を
は

じ
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係

行
政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の

解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も
自

宅
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
び
、
前
行
政
相
談
委
員

遠
藤
清
一
郎
氏
（
仲
町
）
に
対
し
、

総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

遠
藤
氏
は
平
成
9
年
度
か
ら
平

成
16
年
度
ま
で
の
8
年
間
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
永
年
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

5
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）ま

で
の
1
週
間
は
、「
春
の
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

ま
た
、
県
政
巡
回
相
談
と
合
同
で

相
談
所
を
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
県
政
巡
回
相
談
・
行
政
相
談
会

【
日
時
】
平
成
17
年
5
月
31
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会

施
設
（
1
階
・
青
年
婦
人

研
修
室
）

4
月
3
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
お
い
て
、
平
成
17
年
度
小
野
町
消

防
団
辞
令
交
付
式
及
び
自
主
防
災
会

消
防
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
団
長
が
、
退
団
・
昇
格
・

新
入
団
員
に
辞
令
を
、
今
年
度
に
結

成
さ
れ
た
各
行
政
区
の
消
防
協
力
隊

員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
付
式
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
定
例
幹
部
会
で
は
、
夏
井
字
下

樋
口
の
ポ
ン
プ
置
き
場
敷
地
を
寄
付

い
た
だ
い
た
今
泉
幸
也
氏
に
、
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
泉
氏
の
ご
協
力
に
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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平
成
16
年
度
上
半
期
の
補
正
予
算
と
収
入
及
び
支
出
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
広
報
「
お
の
ま
ち
」
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
10
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の

下
半
期
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
及

び
収
入
・
支
出
の
状
況
は
、
第
1
表
・
第
2
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
予
算
は
、
当
初
41
億
2
千
3
百
万
円
で
編
成
し
、

そ
の
後
の
補
正
で
9
月
末
で
は
43
億
3
千
8
百
48
万
円
と
な
り
、

そ
の
後
の
補
正
を
経
て
最
終
予
算
は
45
億
5
千
5
百
50
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
第

3
表
の
と
お
り
で
す
。
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町
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
町
が
行
っ
て
い
る
各
種
行
政

施
策
に
か
か
る
経
費
の
財
源
は
、
町
民
の
皆
様
に

直
接
・
間
接
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
直
接
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

町
税
は
、
最
も
重
要
な
財
源
で
、
平
成
16
年
度
末

の
予
算
額
は
、
8
億
9
千
5
百
61
万
4
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
町
民
一
人
あ
た
り
の
負
担
額

に
換
算
す
る
と
、
7
万
3
千
98
円
に
な
り
ま
す
。

（
第
１
図
参
照
）

第１図　町民１人当たりの町税負担額の推移
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町
は
、
行
政
執
行
の
た
め
に
必

要
な
土
地
・
建
物
・
物
品
・
債
券

な
ど
の
財
産
を
所
有
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
取
得
・
管
理
及
び
処
分

に
つ
い
て
は
、
条
例
や
規
則
に
基

づ
き
適
切
な
執
行
に
努
め
て
い
ま

す
。平

成
16
年
度
下
半
期
の
財
産
の

状
況
は
第
４
表
の
と
お
り
で
す
。
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3
月
25
日
、
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
交
付
式
が
小
野
町
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
規
・
再
認

定
あ
わ
せ
て
4
名
の
方
が
農
業
経
営

改
善
計
画
認
定
者
（
認
定
農
業
者
）

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
認
定
で
小
野
町
の
認
定
農

業
者
は
34
名
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
認
定
番
号
順
、
敬
称
略
）

根
本
　
義
規
（
夏
　
　
井
）
再

生
天
目
安
行
（
浮
　
　
金
）
〃

遠
藤
　
正
一
（
浮
　
　
金
）
〃

吉
田
　
広
一
（
塩
庭
二
区
）
新

認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
経
営
の

プ
ロ
を
目
指
す
農
業
者
自
ら
が
、
経

営
の
一
層
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
農
業
経
営
の
目
標
（
農
業
経
営
改

善
計
画
）
を
立
て
、
市
町
村
が
基
本

構
想
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
と
し
て

認
定
し
た
農
業
者
の
こ
と
で
、
認
定

後
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
各
種
制

度
資
金
の
低
利
融
資
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
課
　
7
2

―
6
9
3
5
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

3
月
31
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
金
交
付
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
支
援
金
は
、「
夢
の
あ
る
農
業

後
継
者
育
成
推
進
事
業
実
施
要
領
」

で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
人

か
ら
提
出
さ
れ
た
就
農
計
画
に
基
づ

き
、
実
態
を
審
査
・
認
定
し
、
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
に
就
農
し
た
日
か

ら
、
１
年
経
過
で
10
万
円
、
2
年
経

過
で
20
万
円
、
3
年
経
過
で
30
万
円

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
農
業

経
営
内
で
の
個
人
の
地
位
や
役
割
を

明
確
化
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
持
て
る
家

族
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
労
働
時

間
・
報
酬
・
休
日
な
ど
の
就
業
条
件

文
化
体
育
振
興
基
金
は
、
本
町
の

文
化
・
体
育
振
興
を
目
的
に
設
立
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
は
、
左
表
の
方
々
か

ら
貴
重
な
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
現
在
基
金
残
額
は
、
1
億
1
千

5
百
87
万
円
で
す
。

町
で
は
、
体
育
・
学
術
・
芸
術
の

振
興
の
た
め
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

支
援
金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の

4
名
で
す
。

（
敬
称
略
）

3
年
経
過
者

長
谷
川
健
一
（
浮
　
　
金
）

１
年
経
過
者

二
瓶
　
金
光
（
上
羽
出
庭
）

矢
吹
　
雄
二
（
小
野
赤
沼
）

長
谷
川
伸
広
（
湯
　
　
沢
）

等
を
家
族
間
で
話
し
合
い
、
そ
の
結

果
決
め
た
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

こ
の
調
印
式
が
、
3
月
25
日
、
小

野
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
次
の
5
組
の
方
が
協
定
の
調
印

を
行
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

根
本
　
義
規
・
春
子
（
夏
　
井
）

生
天
目
安
行
・
ト
ヨ
子
（
浮
金
）

遠
藤
　
正
一
・
か
つ
子
・
正
広

（
浮
　
金
）

藤
井
　
崇
・
慶
子
（
浮
　
金
）

吉
田
広
一
・
由
美
（
塩
庭
二
区
）

皆
さ
ん
も
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
産
業
振

興
課
　
7
2
―
6
9
3
5
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

認定を受けた皆さん

支援金を交付
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町
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
資
源
ご
み
を
回
収
し
、
再
資
源

化
す
る
事
業
（
通
称
廃
品
回
収
）
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
団

体
に
は
、
町
か
ら
売
り
渡
し
金
額
の

4
分
の
１
の
額
（
上
限
3
万
円
）
を

報
奨
金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

子
供
育
成
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
各

行
政
区
の
組
織
や
任
意
の
団
体
（
営

利
目
的
の
団
体
は
除
く
）
な
ど
も
支

給
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
第
三
者
の
な
り
す
ま
し
に

よ
る
転
出
届
や
転
入
届
の
事
例
が
多

発
し
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が

起
き
て
い
ま
す
。

な
り
す
ま
し
に
よ
る
届
出
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
住
民
異
動
の
届
出
を

さ
れ
る
方
に
身
分
証
明
書
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
行
う
こ

と
が
全
国
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

協
力
団
体
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご

と
に
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

登
録
申
請
書
は
、
役
場
窓
口
で
受
け

取
る
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
を
美
化
し
て
報
奨
金
が
得
ら

れ
る
事
業
で
す
。
多
く
の
団
体
の
申

請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

7
2
―
6
9
3
3

転
入
届

転
出
届

転
居
届

世
帯
変
更
届

な
ど
の
住
所
や
世
帯
の
変

更
に
関
す
る
届

・
窓
口
で
届
出
を
す
る
方

・
運
転
免
許
証

・
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

所
得
税
・
住
民
税
確
定
申
告
を
す

る
場
合
、
農
業
所
得
の
計
算
も
他
の

事
業
所
得
と
同
様
に
、
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計

算
」
で
行
な
う
こ
と
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
収
支
計
算
」に
は
、
出
荷
伝
票
や

領
収
書
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。

実
際
購
入
し
た
も
の
が
あ
っ
て
も
領

収
書
が
な
い
と
「
経
費
」
と
し
て
み

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
年
１
月
１
日
か
ら
出
荷
し
た
農

産
物
の
伝
票
や
、
購
入
物
の
領
収
書

を
大
切
に
保
管
し
、
来
年
の
確
定
申

告
に
そ
な
え
て
く
だ
さ
い
。

「
農
業
所
得
収
支
計
算
」
の
際
は

次
の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

記
録
・
保
存
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
農
産
物
を
販
売
し
た
と
き

の
記
録
と
出
荷
伝
票
な
ど

販
売
金
額
が
分
か
る
も
の

②
農
産
物
の
家
事
消
費
（
自

宅
で
の
消
費
や
兄
弟
親
戚

な
ど
へ
の
贈
答
な
ど
）
し

た
と
き
の
記
録

③
農
産
物
を
事
業
消
費
（
米

な
ど
の
農
産
物
の
現
物
に

よ
る
小
作
料
の
支
払
い
な

ど
）
し
た
と
き
の
記
録

④
肥
料
、
農
薬
、
諸
材
料
な

ど
の
経
費
に
か
か
る
記
録

と
領
収
書

⑤
年
末
に
在
庫
（
未
販
売
、

未
使
用
）
と
な
っ
て
い
る

農
産
物
、
肥
料
、
農
薬
、

諸
材
料
な
ど
の
記
録

な
お
、
農
地
な
ど
の
固
定
資
産
税

も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

4
月
に
発
送
し
た
「
固
定
資
産
課
税

明
細
書
」
も
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

税
務
課

7
2
―
6
9
3
3

児
童
福
祉
月
間
を
ご
存
知
で
す

か
。
福
島
県
で
は
、
5
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
を
『
児
童
福
祉
月
間
』
と

定
め
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
理
念
の

普
及
と
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、県
・

町
、
学
校
、
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
や
子
育
て
支
援
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
努
め
る
期
間
で
す
。

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ

れ
を
機
会
に
、
子
ど
も
の
心
身
の
健

全
な
発
達
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し
、

本
人
の
写
真
が
は
っ
て
あ
る

証
明
書
。

右
記
の
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
年
金

証
書
・
学
生
証
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

な
お
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場

合
は
、
異
動
の
対
象
者
の
方
宛
に
届

出
内
容
を
確
認
す
る
た
め
の
通
知
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

7
2
―
6
9
3
3
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公
民
館
で
は
、
7
月
よ
り
英
語
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

語
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

期
　
間

7
月
〜
8
月
末
日（
約
2
ヶ
月
間
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

2
世
帯

招
へ
い
者

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身

○
学
校
の
先
生
夫
婦
１
組

○
大
学
生
（
男
性
）
１
名

◆
問
い
合
わ
せ

小
野
町
公
民
館

7
2
ー
2
1
2
5

太
陽
の
光
を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
は
、
ク
リ
ー
ン
な
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
源
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ら
に
地
球
の
環
境
保
護
か
ら
も
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、
こ
の

太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
促
進
事
業
」
と
し
て
の

補
助
制
度
で
す
。

募
集
期
間

平
成
17
年
4
月
6
日
〜
平
成
18
年

2
月
20
日

応
募
資
格

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
で
あ
っ
て
、
電
力
会

社
と
の
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
方

応
募
方
法

募
集
期
間
内
に
、
応
募
申
込
書
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
宛
に
郵
送
し

て
下
さ
い
。

定
期
報
告

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

補
助
金
を
受
領
し
た
翌
月
か
ら
2

年
間
、
シ
ス
テ
ム
の
運
転
等
に
関

し
、定
期
的
な
報
告
が
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

導
入
促
進
本
部
太
陽
光
発
電
部

〒
1
0
2
―
8
5
5
5

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
3
番

6
号
　
秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
　

ル
6
階

0
3
―
5
2
7
5
―
3
0
4
6

社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所

の
職
員
を
装
い
、「
年
金
を
増
額
す
る

た
め
の
手
数
料
が
必
要
」、「
健
康
保

険
の
給
付
金
を
請
求
す
る
た
め
に
印

紙
代
が
必
要
」
な
ど
と
ご
自
宅
を
訪

問
し
た
り
、「
年
金
の
過
払
い
分
を
指

定
の
口
座
に
振
り
込
ま
な
い
と
以
後

の
年
金
を
停
止
す
る
」
と
い
っ
た
不

審
な
電
話
や
文
書
が
届
く
な
ど
、
金

銭
を
だ
ま
し
と
ろ
う
と
し
た
事
例
や

実
被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
訪
問
に
よ
り
「
年
金

関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
財
産
を

調
べ
る
。
年
金
を
不
正
受
給
し
て
い

な
い
か
調
べ
る
。」と
言
っ
て
預
金
通

帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し

た
り
、
言
葉
巧
み
に
暗
証
番
号
を
聞

き
出
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ

り
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
で
家
族
の
勤
務
先
の

名
称
、
所
在
地
、
電
話
番
号
、
保
険

証
の
記
号
・
番
号
を
聞
き
だ
す
な
ど

の
不
審
な
行
為
に
つ
い
て
も
全
国
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
、
社
会
保
険
事
務
局

及
び
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
銀
行

口
座
を
指
定
し
て
現
金
の
振
込
み
を

依
頼
し
た
り
、
職
員
が
年
金
受
給
者

宅
を
訪
問
し
て
、
預
金
通
帳
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
電
話
で
住
所
や
生
年
月
日

な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
、
文
書
、

電
話
に
よ
る
照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
場
で
対
応
せ
ず
相
手
に
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
所
属
・

氏
名
を
確
認
し
て
、
郡
山
社
会
保
険

事
務
所
（

0
2
4
―
9
3
2
―
3

4
8
0
）ま
た
は
、
町
民
生
活
課（

7
2
―
6
9
3
3
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
野
町
で
は
、
毎
月
、
上
水
道
水

の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3

月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
結
果
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
水
質
検
査
結

果
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

地
域
整
備
課

7
2
―
6
9
3
6

設　置　例
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マドリガルコーラスの皆さん
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※今月号より、常用漢字・人名用漢字で記載しております。


